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論文内容の要旨 

ダイナミック CT と EOB-MRI で乏血性となる腫瘤の自然経過とその臨床的な意義について検

討した。肝細胞癌に対して当科で肝切除を施行した患者のうちで術前にダイナミック CT と

EOB-MRI の双方を施行した 111 人を対象とした。まず、ダイナミック CT 門脈相と EOB-MRI

肝細胞相における乏血性腫瘤の検出能を比較した。合計で 54 個の乏血性腫瘤を認めた。EOB‐

MRI で認めた腫瘤は 51 個、ダイナミック CT で認めた腫瘤は 21 個であり EOB-MRI の検出能

が有意に高かった（P<0.001）。11 個の乏血性腫瘤は肝切除施行時に主病変とともに切除された

ため 43 個の乏血性腫瘤が非切除であった。これらからの 3 年の癌化率は 52.2％であった。その

中で 34 個は EOB‐MRI のみで描出され、9 個はダイナミック CT と EOB-MRI の双方で描出さ

れた。3 年でのそれぞれの腫瘤の癌化率を比較すると 39.2%と 62.5%であったが有意差は認めな

かった(p=0.29)。また、乏血性腫瘤は 10mm 以上のもので癌化率が高い傾向を認めた(p=0.053)。

次に、経過観察中の乏血性腫瘤の癌化率とそれ以外の部位からの肝細胞癌の発生率を患者毎で比

較した。3 年でそれぞれ 62.2%と 55%であり有意差は認めず(p=0.83)、乏血性腫瘤以外の部位か

らも肝細胞癌が高率に発生していることがわかった。最後に、乏血性腫瘤を認めた患者と認めな

かった患者での乏血性腫瘤以外からの肝細胞癌発生率を比較した。その結果、乏血性腫瘤を認め

た患者の癌発生率が高い傾向にあることがわかった。以上の結果より、術前に乏血性腫瘤を認め

た患者は術後に乏血性腫瘤が癌化するリスクは高いが、乏血性腫瘤以外から肝細胞癌が発生する

ことも多く、乏血性腫瘤を主病変の肝切除時に同時に切除することは安易に推奨できないと考え

られる。 

 


